
平成２３年４月１５日（金）
荒川水系渇水調整協議会
（事務局：関東地方整備局）

記 者 発 表 資 料

平 成 ２ ３ 年 度
第 １ 回 荒 川 水 系 渇 水 調 整 協 議 会

（春季定例会）の開催結果について

荒川水系渇水調整協議会(春季定例会)開催される
今 後 の 対 策 等 に つ い て 確 認

１．開催状況 日時：平成２３年４月１４日（木）１４：４０～１５：３０
場所：さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階 共用中会議室５０３
協議会構成：国土交通省関東地方整備局、東京都、埼玉県、独立行政法

人水資源機構
協議会の目的：荒川水系の渇水時における円滑な水需給の調整を図る。

２．現状と今後の見通し（詳細は、別添概要書参照）
・ダムの貯水状況 荒川４ダムでは、平年を上回る貯水量

（９，８８７万 平年比１５３％）㎥

平年比は３ダム（二瀬ダム、浦山ダム、荒川貯水池）に対する割合。※

・今後の見通し 荒川４ダムの貯水量は平年を上回っていますが、これからは水
需要の多い時期となることから、今後の降雨状況によっては、
ダムの貯水量が不足することも考えられます。

３．今後の対策（詳細は、別添概要書参照）
・ダム等水資源開発施設については、きめ細かな水運用を行っていく。
・必要に応じて、節水協力の要請と取水制限等の機動的な対応を行っていく。

発 表 記 者 ク ラ ブ
埼玉県政記者クラブ、竹芝記者クラブ、
神奈川建設記者会、東京都庁記者クラブ

問 い 合 わ せ 先
国土交通省
関東地方整備局 河川部水政課 住所 〒３３０－９７２４

埼玉県さいたま市中央区新都心２－１
水 政 調 整 官 八 子 康 幸（内線）３５１５ さいたま新都心合同庁舎２号館

や こ や す ゆ き

水 政 課 長 渡 邉 猛 雄（内線）３５５１
わ た な べ た け お

電話
建 設 専 門 官 杉 原 郁 夫（内線）３５５７ （代表） 0 4 8 - 6 0 1 - 3 1 5 1

す ぎ は ら い く お

（水政課夜間直通） 0 4 8 - 6 0 0 - 1 3 3 4
河川部河川環境課 （河川環境課夜間直通）0 4 8 - 6 0 0 - 1 3 3 6

河 川 環 境 課 長 高 橋 克 和（内線）３６５１
た か は し よ し か ず

建 設 専 門 官 吉 川 宏 治（内線）３６５２
よ し か わ こ う じ

国土交通省 荒川上流河川事務所 住所 〒３５０－１１２４
埼玉県川越市新宿町３－１２

副所長 丸 山 勝 （内線）２０５ 電話 （代表）０４９－２４６－６３７１
ま る や ま ま さ る

管理課長 野 路 一 （内線）３３１
の じ は じ め

1/9



平成２３年度第１回荒川水系渇水調整協議会（春季定例会）の
開催結果について（概要）

１．ダムの貯水状況と今後の見通し

平成２３年１月からの降水量と荒川４ダムの貯水量状況は、表のとおりで、降水量は平年を下回っていま
すが、貯水量は平年を上回っています。

累加降水量 平年比 備 考
降水量 １０８ｍｍ ７６％ 平年を下回る

（１月から３月まで） （Ｓ４１～Ｈ２２平均）
荒川４ダムの貯水量 ９，８８７万 １５３％ 平年を上回る㎥
(４月１３日０時現在） (貯水率６９％) （Ｈ１３～Ｈ２２平均）
※平年比は３ダム（二瀬、浦山、荒川貯水池）に対する割合。

荒川４ダム貯水量の内訳
ダム名 貯水量（万㎥） 貯水率（％） 平年比（％）

二瀬ダム １，７２４ ８６ １２０％（Ｈ１３～Ｈ２２平均）
滝沢ダム ３，１７３ ５５ －
浦山ダム ４，２５８ ７６ １０５％（Ｈ１３～Ｈ２２平均）
荒川貯水池 ７３２ ７２ ７５％（Ｈ１３～Ｈ２２平均）
※滝沢ダムについては平年データが無いため、他３ダムで平年比を計上。

荒川４ダムの貯水量は平年を上回っていますが、これからは水需要の多い時期になることから、今後の降
雨状況によっては、ダムの貯水量が不足することも考えられます。

２．今後の対策
① 荒川ダム群においては、今後の降雨状況、農業用水や都市用水の水利用を踏まえて、きめ細かい運用を
行っていきます。

このため、荒川ダム群の貯水量の状況や降雨状況の情報提供を引き続き、積極的に行っていきます。
② 荒川水系渇水調整協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請していくとと
もに取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。

※ ホームページでも情報をお届けしています。どうぞご利用下さい。
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｋｔｒ.ｍｌｉｔ.ｇｏ.ｊｐ （水資源最新情報）
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荒川水系渇水調整協議会

会 長 国土交通省関東地方整備局河川部長

副会長 国土交通省関東地方整備局河川部広域水管理官

〃 東京都都市整備局都市づくり政策部長

〃 埼玉県企画財政部地域政策局長

委 員 国土交通省関東地方整備局河川部水政課長

〃 〃 〃 河川計画課長

〃 〃 〃 河川環境課長

〃 〃 〃 河川管理課長

〃 〃 荒川上流河川事務所長

〃 〃 荒川下流河川事務所長

〃 〃 二 瀬 ダ ム 管 理 所 長

〃 東京都都市整備局都市づくり政策部

水資源・建設副産物担当課長

〃 〃 建設局河川部計画課長

〃 〃 水道局総務部施設計画課長

〃 埼玉県企画財政部土地水政策課長

〃 〃 県土整備部水辺再生課長

〃 独立行政法人水資源機構管理事業部管理企画課長

〃 〃 利根導水総合事業所長
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平成２３年度第１回荒川水系渇水

調整協議会（春季定例会）資料

荒川ダム群等の現況と今後の対策（案）について

二瀬ダム(平成２３年４月１３日撮影）

平成２３年４月１４日

関 東 地 方 整 備 局
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１．荒川ダム群等の現況

（１）降水量

平成２２年の荒川秋ヶ瀬上流域の降水量は、１月・６月・８月を除き平年を上回りましたが、１月
においては、わずか４㎜（平年比１１％）と極端に少ない降水量であり、また８月においても１０３

㎜（平年比４７％）と平年の半分以下の降水量となっています。

平成２３年１月の降水量は昨年より少なく１㎜となっており、統計期間で最も少ない降水量となっ
ています。１月から３月の累加降水量は１０８㎜（平年１月～３月までの累加１４３㎜）と平年の約
７６％となっています。
４月の降水量は、１３日までで２mmとなっています。

（図－１、表－１参照）

図－１

表－１ 荒川秋ヶ瀬上流域平均降水量

単位(㎜)

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘 要

昭和62年 16 29 66 8 66 88 146 103 280 91 46 36 975 利根川・荒川夏渇水

平成２年 22 67 83 138 48 55 77 228 473 134 301 31 1,657 利根川・荒川夏渇水

平成４年 26 15 118 136 117 250 87 177 63 285 52 29 1,355 荒川夏渇水

平成５年 82 34 37 44 76 186 275 276 204 112 113 25 1,464 荒川夏渇水

平成６年 42 44 64 25 111 103 152 142 344 119 21 24 1,191 利根川・荒川夏渇水

平成７年 24 25 111 44 129 239 177 109 180 73 24 0 1,135 荒川夏渇水

平成８年 1 22 55 62 80 47 204 32 314 74 57 17 965 利根川・荒川冬夏渇水

平成９年 21 13 57 70 187 168 148 72 204 7 87 21 1,055 利根川・荒川冬渇水

平成13年 98 17 98 30 179 120 69 279 444 247 67 9 1,657 利根川夏渇水

平成22年 4 64 151 155 136 140 202 103 250 176 88 105 1,574

平年 35 39 69 98 114 157 185 216 230 145 61 31 1,380
(S40-H22)

平成23年 1 55 52 2 110

平年比(%) 3 141 75 2 8

平成２３年４月１２日まで

※． 荒川取水制限実施月（一時緩和含む）

※． 秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞
２
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（２）荒川ダム群の貯水状況

平成２２年の荒川ダム群（二瀬ダム、滝沢ダム、浦山ダム、荒川調節池）は、６月３日に貯水量８，
０５１万ｍ3、常時満水容量に対する貯水率５６％に達しました。その後概ね平年並の降水量だったこ

とから貯水量の低減を抑え、７月末の時点で夏期制限容量を維持することができました。

１１月以降は、平年を上回る降水量であったことから貯留に努め、平成２３年４月１３日０時現在

の貯水量は、９，８８７万ｍ3（常時満水容量１４，４２０万ｍ3に対して６９％、平年の貯水量６，４

６０万ｍ3に対して１５３％）と平年を上回っています。
（表－２、図－２参照）

表－２ 荒川４ダム貯水量

平成２３年 ４月１３日０時現在

ダ ム 名 有 効 容 量 貯 水 量 貯 水 率 前日補給量 平 年 比

（万ｍ3） （万ｍ3） （％） （万ｍ3/日） （％）

二瀬ダム ２，０００ １，７２４ ８６ ０ １２０

滝沢ダム ５，８００ ３，１７３ ５５ ２ －

浦山ダム ５，６００ ４，２５８ ７６ １０ １０５

荒川貯水池 １，０２０ ７３２ ７２ ０ ７５

４ダム合計 １４，４２０ ９，８８７ ６９ １２ １５３

１．有効容量は、常時満水容量。

２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。

３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（プラスの場合はダムの集水区域からダム

へ流入してくる水より、ダムから放流する量が多い）

４．４ダム合計の平年比は、二瀬ダム、浦山ダム、荒川貯水池の平年貯水量の合計に対する割合。

図－２

荒  川  ４  ダ  ム （ 二 瀬 、 浦 山 、 滝 沢 、 荒 川 調 節 池 ）  貯  水  容  量  図
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平 成 ２ １ 年
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２．今後の見通し及び対策（案）

（１）見通し

①．平成２３年４月８日発表の気象庁の１か月予報によると、４月９日から５月８日の関東甲信地方

の降水量については、「少ない」となっており、３月２４日発表の気象庁の３か月予報によると、

降水量は、５月、６月は「平年並」となっています。

１か月予報（平成２３年４月８日発表）

３か月予報（平成２３年３月２４日発表）

②．荒川４ダムの貯水量は平年を上回っていますが、これからは水需要の多い時期となることから、

今後の降雨状況によっては、ダムの貯水量が不足することも考えられます。

（２）対策（案）

①．［荒川水系におけるダム群の貯水量の確保］

荒川ダム群においては、今後の降雨状況、農業用水や都市用水の水利用を踏まえて、きめ細かい

運用を行っていきます。

このため、荒川ダム群の貯水量の状況や降雨状況の情報提供を引き続き、積極的に行っていきます。

②．［荒川水系渇水調整協議会の取り組み］

荒川水系渇水調整協議会としては、必要に応じ幅広い広報活動を通じて節水の協力を要請してい

くとともに取水制限等の調整が必要になった場合には、機動的に行っていきます。
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３．非洪水期における工事制限水位等について
H23.4月現在
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